
 資料２  

平成２２年度補正予算の概要 

国土交通省海事局 

 

「円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策（平成２２年１０月８日閣議決定）」  

Ⅱ．ステップ２の具体策 

２．新成長戦略の推進・加速 

(1) グリーン・イノベーションの推進 ～環境・エネルギー大国戦略～ 

○グリーン投資の促進 

低炭素型内航海運船舶等の導入支援 

 

○ 海上交通低炭素化のための内航海運船舶投資の促進   国費 ２５．０億円 

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（鉄道・運輸機構）の船舶共

有建造制度を活用して、内航海運の船舶建造投資を促進することにより、今回

の円高や海外経済等による景気下振れリスクに対応しつつ内航海運の活性化

を図り、あわせて新成長戦略としての国際戦略港湾の競争力強化を図る。 

鉄道・運輸機構と船舶を共有建造する海運事業者を対象に、①内航海運の

省エネ対策及び②内航フィーダーの充実に資する共有建造について、船舶使

用料の一定割合を軽減する。  

  

○ 海上交通低炭素化のための内航海運船舶関連輸送機器導入の促進 

国費 ４．９億円  

中小企業が大半であり、かつ、モーダルシフトの受け皿である海上交通事業

者のシャーシ等輸送機器の導入の取組みを支援することで、海上交通ネットワ

ークの利用を促進し、環境負荷低減や物流コスト削減等を図る。 

海上運送事業者が、荷主のニーズを先取りしたシャーシ等輸送機器の導入

を行った場合、必要経費の３分の１以内で補助する。 
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○目 的 
 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（鉄道・運輸機構）の船舶共有建造制度を活用して、内航
海運の船舶建造投資を促進することにより、今回の円高や海外経済等による景気下振れリスクに対応しつつ
内航海運の活性化を図り、あわせて新成長戦略としての国際戦略港湾の競争力強化を図る。 
 

○内 容 
 鉄道・運輸機構の船舶共有建造制度を活用し、内航海運の省エネ対策や国際戦略港湾の競争力強化のため
の内航フィーダーの充実に資する船舶の建造を行う場合に船舶使用料の軽減を行う。 

これにより、船舶建造投資を促進し内航海運の活性化等を図る 

鉄道・運輸機構  船舶共有建造制度 
（資金的支援＋技術的支援） 

・鉄道・運輸機構と船舶を共有建造する 

 海運事業者を対象に、 

・①省エネ対策及び②内航フィーダーの 

 充実に資する共有建造について、 

・船舶使用料の一定割合を軽減  

 

 
 

 

政策目的 対象船舶 金利軽減 

①省エネ対策 

（１）ＣＯ２１２％以上排出削減船 

（２）ＣＯ２１６％以上排出削減船 

（３）スーパーエコシップ（ＳＥＳ） 

▲0.4% 

※(2)は 

更に▲0.2% 

※(3)は 

更に▲0.6% 

②内航フィーダー
の充実 

国際コンテナ戦略港湾（阪神港・
京浜港）に就航する内航フィー
ダー用コンテナ船 

▲0.2% 

※①及び②は重複適用可能 

・約６３億円の船舶投資誘発 

・船舶関連産業への波及効果を含めると約７４億円 

・全産業への波及効果を含めると約１６６億円 

・船舶関連産業における雇用創出効果約２０７人 

・全産業における雇用創出効果約７１０人    

船舶使用料軽減の効果 

海上交通低炭素化のための内航海運船舶投資の促進 
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海上交通低炭素化のための内航海運船舶関連輸送機器導入の促進 

中小企業が大半であり、かつ、モーダルシフトの受け皿である海上交通事業者のシャーシ等輸送機器の導入の取組
みを支援することで、海上交通ネットワークの利用を促進し、環境負荷低減や物流コスト削減等に貢献する。 

海上運送事業者が、荷主のニーズを先取りしたシャーシ等輸送機器の導入を行った場合、必要な経費の３分の１以内
で支援 

補助対象となる事業 

輸送機器導入の事例 

Ａ社（フェリー会社）は、平成21年に紙製品の運
搬に適した特殊車両（重量物運搬可能な３軸ウ
イングトレーラー）を導入し、製紙メーカーに対し
てフェリーの利用についての提案を行い、輸送
量を増加させた。 
 

陸走による輸送 

発荷主～積荷港
間をピストン輸送 海上航送 

揚荷港～着荷主
間をピストン輸送 

シャーシ導入により海上航送へ転換 

事業のイメージ 

トラクターヘッド 
トラクターヘッドには、荷台が 
ないため、単体では荷物の 
運搬が行えない牽引専用の 
車両 

ウィングシャーシ 
ボディの側面から天井の 
半分まで完全に解放 
できるトレーラー 

支援対象機器のイメージ 
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